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Ｆ
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澤
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退
職
後
よ
う
や

く
自
由
の
身
と

な
っ
て
、
多
く
の

人
た
ち
が
世
界
各

地
へ
行
き
、歴
史
、

文
化
、
景
勝
地
、

建
築
物
そ
し
て

人
々
と
触
れ
、
見

聞
を
広
げ
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
し
か

し
、多
く
の
場
合
、

旅
行
会
社
の
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、

忙
し
く
見
学
す
る

の
が
多
く
、
高
齢

に
な
っ
て
く
る

と
、
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
し
た
旅
行
が

あ
っ
て
も
と
、
考

え
る
人
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

日
退
教
は
、

2
0
1
2
年
度
の

方
針
で
、「
生
き

が
い
創
生
・
交
流

活
動
」
で
中
国
な

ど
へ
の
長
期
滞
在

型
研
修
を
提
起

し
、
10
月
下
旬
に

視
察
を
し
て
き
ま
し
た
（
日
退
教
通
信

第
3
4
1
,
3
4
2
号
参
照
）。
視
察

前
、
視
察
中
そ
し
て
視
察
後
も
含
め
、

現
地
の
人
と
も
数
回
に
わ
た
り
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
以
下
の
よ
う
に
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実�

　

施
　

日
：
2
0
1
3
年

　

10
月
20
日（
日
）～
29
日（
火
）

　

9
泊
10
日

滞�
在
場
所
：
中
国　

西
安
市　

　

工
人
療
養
院
貴
賓
楼
（
ホ
テ
ル
）

申�

込
期
間
：
2
0
1
3
年

7
月
1
日
～
8
月
31
日

（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
提
出
）

出�

　
　
発
：
成
田
・
関
西
・
福
岡
発
→

上
海
（
合
流
）
→
西
安
空
港
（
帰
り

は
逆
）

募
集
人
員
：
20
～
25
名

参�

加
資
格
：
日
退
教
会
員
お
よ
び
そ
の

家
族
・
友
人
・
知
人

必
修
活
動
：
太
極
拳
、
日
常
中
国
語

趣�

味
活
動
：
書
道
、
墨
絵
、
刻
印
、
囲

碁
、
将
棋
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
切
り
絵
、

刺
繍
等

　

�　

何
人
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

活
動
す
る
（
申
込
時
に
希
望
）。

観�

　
　
光
：
兵
馬
俑
博
物
館
、
秦
の
始

皇
帝
陵
、
華
清
池
、
碑
林
博
物
館
、

大
雁
塔
、
不
夜
城
，
則
天
武
后
乾
陵
、

唐
歌
舞
シ
ョ
ー
他
、
洛
陽
の
世
界
遺

産
（
少
林
寺
、
龍
門
石
窟
）
な
ど

費�
　
　
用
：
お
よ
そ
25
～
26
万
円

　

�（
航
空
運
賃
、
燃
油
、
T
a
x
、
ホ

テ
ル
、食
事
、観
光
入
場
料
な
ど
）（
ツ

イ
ン
ル
ー
ム
利
用
）、
レ
ー
ト
（
1

元
＝
16
円
で
計
算
）

保�

　
　
険
：
海
外
旅
行
保
険
に
は
加
入

す
る

実�

　

施
　

案
：
詳
細
な
実
施
案
は
、
各
単

会
（
各
県
の
日
退
教
事
務
局
）
に
送

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
本
部
に
も
あ
り
ま
す
。

実�

施
主
体
：
日
退
教
、
N
P
O
日
中
交

流
促
進
協
会
、
陜
西
省
勤
労
者
対
外

交
流
セ
ン
タ
ー
、
グ
ロ
ー
シ
ー
ズ
・

サ
ポ
ー
ツ
（
旅
・
風
土
記
）

連�

　
　
絡
：
参
加
者
の
い
る
県
の
事
務

局
に
は
、参
加
者
名
簿
を
送
り
ま
す
。

参
加
者
個
々
人
に
は
、
直
接
諸
連
絡

を
し
ま
す
。

不夜城、中央分離帯にある歴史上の人物群像　何ヶ所もある。

唐歌舞ショー、千手観音の舞

「ゆったり学ぶ、人とつながる」
 西安滞在型養生旅行　参加者、募集！！
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今
、
重
要
な
平
和
教
育

　

― 
第
62
次 

日
教
組
全
国
教
研
集
会
へ
参
加
し
て 

―

日
退
教
会
長　

北　

原　

久　

禅

 

神
本
み
え
子
参
議
院
議
員
、

熱
い
決
意
で
選
挙
戦
へ
! !  

大
気
が
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
1
月
末
、
全
国
教
研
で
佐

賀
へ
行
っ
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
、
全
体
集
会
そ
し
て
2
つ
の

分
科
会
を
駆
け
回
っ
て
来
た
。

「
地
域
に
お
け
る
教
育
改
革
と

P
T
A
」「
平
和
教
育
」
の
分

科
会
に
半
日
ず
つ
参
加
し
た
。

九
州
に
い
る
間
、
い
ろ
ん
な
思

い
が
去
来
し
た
。

日
退
教
の
沖
縄
交
流
団
第
2

次
・
3
次
で
、
米
軍
基
地
を
見

聞
し
交
流
し

た
の
で
、
現

職
の
教
育
労

働
者
が
、
ど

ん
な
平
和
教

育
を
し
て
い

る
の
か
関
心

が
あ
っ
た
。

現
職
時
、
私

は
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
教
え

子
を
再
び
戦

場
に
送
る

な
」
を
、
教

育
労
働
者
の

痛
恨
の
合
言

葉
に
し
て
、

絶
え
ず
確
認

し
、
唱
和
し
、

諸
活
動
を
重

ね
て
き
た
。

戦
争
の
不
条
理
と
悲
惨
さ
を
語

り
、
平
和
の
願
い
を
熱
く
語
り
、

心
底
、
新
し
い
反
戦
平
和
の
戦

士
を
育
成
し
て
き
た
と
、
思
い

込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
何
人

の
反
戦
平
和
の
担
い
手
が
育
ち
、

ど
う
活
動
し
て
い
る
の
か
、
全

く
検
証
し
て
い
な
い
。
足
下
す

ら
確
認
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
と
、
気
づ
い
た
。

総
合
学
習
の
27
時
間
を
す
べ

て
平
和
教
育
に
充
て
、
授
業
を

組
み
立
て
、
最
後
に
平
和
宣
言

を
作
っ
て
発
表
し
た
小
学
校
。

東
北
の
震
災
劇
を
、
教
職
員
と

生
徒
会
と
が
話
し
合
い
、
文
化

祭
で
上
演
し
た
中
学
校
。
東
北

の
高
校
が
ヒ
ロ
シ
マ
と
山
口
の

回
天
記
念
館
へ
の
修
学
旅
行
で
、

命
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を

体
得
し
た
実
践
な
ど
な
ど
…
。

沖
縄
で
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
帰

れ
！
と
抗
議
し
続
け
て
い
る
仲

間
が
多
く
い
て
、
日
本
の
平
和

が
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
も
考

え
た
。

日
退
教
は
3
月
8
日
に
、
第

4
回
役
員
会
と
第
2
回
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、（
1
）「
子
ど

も
た
ち
に
残
そ
う　

核
の
な

い
地
球
（
原
発
パ
ン
フ
）」
が

2
、3
0
0
部
以
上
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
こ
と
（
2
）
第
3

次
沖
縄
訪
問
団
の
報
告
と
カ

ン
パ
が
44
万
円
集
ま
っ
た
こ

と
（
3
）
2
0
1
3
年
度
の
活

動
方
針
素
案
の
提
示
と
取
り
扱

員
が
、
7
月
に
行
わ
れ
る
予
定

の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
、

「
昨
年
末
の
総
選
挙
で
は
自
公

が
圧
勝
し
、
憲
法
、
教
育
、
脱

原
発
が
大
変
な
危
機
に
な
っ
た
。

日
教
組
は
子
ど
も
を
守
る
砦
に

な
り
、
教
え
子
を
再
び
戦
場
に

送
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
私

は
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
で

教
育
現
場
か
ら
の
議
席
を
守
る

決
意
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

い
（
4
）
日
退
教

40
周
年
記
念
式
典

を
9
月
14
日
に
行

う
こ
と
（
5
）
西

安
滞
在
型
養
生
旅

行
を
10
月
に
実
施

す
る
こ
と
（
6
）

2
0
1
3
～
14
年

の
役
員
推
薦
委
員

会
の
報
告
等
を
協

議
、
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
本

み
え
子
参
議
院
議

第18分科会　平和教育

ブロック代表者会議後に
決意をのべる神本参議院議員
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脱
原
発
社
会
め
ざ
し
て
さ
ら
な
る
た
た
か
い
を
!!

連
帯
強
め
る
日
退
教

       「
ま
さ
か
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
ま
さ
か
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
」

「
フ
ク
シ
マ
を
風
化
を
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
」。
県
民
の
願

い
で
あ
り
、
心
の
叫
び
で
す
。

3
月
23
日
、
福
島
市
「
あ
づ

ま
総
合
体
育
館
」
で
「
原
発
の

な
い
福
島
を
！
県
民
大
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
約
7
0
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
吉
岡
棟
憲
さ
ん

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

呼
び
か
け
人
代
表
清
水
修
二
さ

ん
（
福
島
大
学
教
授
）
は
、
被

害
は
停
電
と
放
射
能
だ
け
で
は

な
い
、
避
難
先
で
の
苦
し
み
も

あ
る
と
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

県
民
の
訴
え
は
こ
の
3
月
1

日
に
県
立
高
校
を
卒
業
し
た
高

野
桜
さ
ん
。
南
相
馬
市
小
高
区

で
被
災
し
、
山
形
県
に
避
難
し

家
族
と
離
れ
て
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
一
時
帰
宅
が
許
さ

れ
た
と
き
に
、
何
を
持
っ
て
く

る
か
迷
っ
た
が
、「
自
分
が
小

高
に
住
ん
で
い
た
証
が
欲
し
く

て
、
中
学
卒
業
時
の
写
真
や
友

達
か
ら
の
手
紙
を
持
っ
て
き

た
」
そ
し
て
「
ま
た
い
つ
か
小

高
に
戻
っ
て
き
た
い
」
が
「
こ

れ
か
ら
人
が
戻
れ
る
よ
う
に
と

計
画
さ
れ
て
い
る
街
に
、
中
間

貯
蔵
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

の
を
み
て
、
し
ば
ら
く
戻
れ
ま

せ
ん
よ
と
国
か
ら
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」
と
、

不
安
を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
の
体
育
館
は
3
・
11
後

は
避
難
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
隣
接
す
る

多
目
的
運
動
広
場
、
陸
上
競
技

場
は
除
染
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
福
島
の
自
治
体
と
民
意
は

総
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
原
発

を
受
け
入
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
悔
恨

の
思
い
で
振
り
返
る
と
と
も

に
、
あ
ら
た
め
て
福
島
県
内
に

原
発
は
い
ら
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
国
や
東
京
電
力
に
県
内
の

原
発
全
基
廃
炉
を
求
め
る
」
集

会
宣
言
を
拍
手
で
採
択
し
ま
し

た
。「
原
発
の
な
い
福
島
を
！
」

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
島

を
！
」　（事

務
局
次
長
竹
田
邦
明
）

熱気あふれた東京明治公園
現地から反原発　福島あづま総合体育館
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ん
は
、「
私
た
ち
の
思
い
は
フ
ク
シ
マ
の
人
た

ち
と
共
に
あ
る
。福
島
の
こ
と
は『
な
か
っ
た

こ
と
に
す
る
』
と
言
う
連
中
と
は
闘
う
」、
作

家
の
落
合
恵
子
さ
ん
は
「
一
部
の
利
益
の
た
め

に
多
く
の
人
た
ち
が
苦
し
む
社
会
そ
の
も
の
を

変
え
て
い
こ
う
」、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧

さ
ん
は
「
フ
ク
シ
マ
の
人
は
帰
る
べ
き
故
郷
や

仕
事
、
全
て
を
失
っ
た
。
脱
原
発
の
原
点
は
フ

ク
シ
マ
だ
。
原
発
に
依
存
す
る
社
会
を
な
く
す

の
が
、
私
た
ち
の
使
命
だ
」と
訴
え
ま
し
た
。そ

の
後
、
大
江
さ
ん
達
も
一
緒
に
、
デ
モ
行
進
を

し
て
脱
原
発
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
1
原
発
爆

発
事
故
か
ら
丸
2
年
を
迎
え
、
各
地
で

追
悼
集
会
や
脱
原
発
集
会
（
世
界
各
地

で
も
20
万
人
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
宿
の
明
治
公
園
に
は
「
つ
な
が
ろ
う

フ
ク
シ
マ
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
大
行

進
」
の
集
会
が
あ
り
、
日
退
教
か
ら
も
、

役
員
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
、
首
都
圏
各

単
会
か
ら
の
会
員
が
、
25
度
以
上
の
夏

日
の
な
か
、
4
時
間
に
亘
り
集
会
・
デ

モ
を
行
い
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
さ

福
島
集
会

東
京
集
会
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参
院
選
、
推
薦
候
補

全
員
当
選
を
!!

退
職
者
連
合
院
内
集
会
開
催
さ
れ
る

　

◆ 

編
集
後
記 

◆

「
毎
年
よ
彼
岸
の
入
り
に
寒
い
の
は
」

と
い
う
句
は
正
岡
子
規
で
す
が
、
こ
こ

連
日
、
冬
と
春
が
入
れ
替
え
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
の
復

興
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
福
島
原
発

は
未
だ
危
険
な
状
況
で
す
。
事
実
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
各
地
の
原
発

再
稼
働
の
た
め
「
事
故
原
因
地
震
説
」

を
否
定
す
る
言
動
が
国
民
に
投
げ
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
3
年
間
、
国
政
選
挙
は
あ

り
ま
せ
ん
。
7
月
の
参
院
選
を
勝
ち
さ

え
す
れ
ば
い
い
と
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
多

く
が
指
摘
す
る
「
歴
史
の
教
訓
を
無
視

す
る
危
険
な
行
為
」
の
「
無
制
限
な
財

政
出
動
・
金
融
政
策
」
を
安
部
自
民
党

は
行
っ
て
い
ま
す
。
美
辞
麗
句
の
衣
の

下
か
ら
、
憲
法
改
悪
、
集
団
自
衛
権
、

原
発
再
稼
働
、
消
費
税
増
税
と
国
民
を

苦
し
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
す
。

今
号
は
、
私
た
ち
の
運
動
も
ま
た
動

き
始
め
た
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
力

を
抜
か
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
に
）

��������������������������������������������������

3
月
19
日
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
で
、
標
記
の
集
会
が
開
催
さ
れ
、

阿
部
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
次

の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
衆
院
選
の
惨
敗
に
臆
す
る
こ
と

な
く
、
参
院
選
で
は
9
人
の
推
薦
候

補
全
員
の
当
選
を
、
是
が
非
で
も
実

現
す
る
た
め
、全
力
を
尽
く
し
た
い
」

次
に
羽
山
事
務
局
長
の
経
過
報
告
、

続
い
て
来
賓
で
あ
る
連
合
・
南
雲
事

務
局
長
、
民
主
党
代
表
代
行
・
大
畠

章
宏
衆
院
議
員
、
社
民
党
幹
事
長
・

又
市
征
治
参
院
議
員
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
大
畠
代
行
は
、

「
マ
ス
コ
ミ
で
は
取
り
上
げ
な
い

が
、
民
主
党
政
権
だ
か
ら
実
現
し
た

も
の
も
あ
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
制
度
と
料
金
は
そ
の
ま
ま
だ

が
、
差
別
的
な
扱
い
は
全
て
取
り
除

い
た
の
も
そ
の
一
つ
だ
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
後
、
本
集
会
の
メ
ー
ン
で
あ

る
、
次
期
参
院
選
の
連
合
推
薦
予
定

候
補
者
9
名
と
、
各
組
織
代
表
に
よ

る
、
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
退
連
推
薦
予
定
候
補
者
の
神
本

み
え
子
参
院
議
員
は
、「
子
ど
も
第

一
、
原
発
ゼ
ロ
、
憲
法
・
立
憲
主
義

の
方
針
を
貫
く
こ
と
、
ま
た
弱
い
立

場
に
い
る
人
々
に
光
を
当
て
る
た
め

に
最
大
限
力
を
尽
く
し
た
い
。」
と
、

そ
の
決
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

竹
田
事
務
局
次
長
は
「
第
2
次
安

倍
内
閣
の
改
憲
、
国
防
軍
集
団
自
衛

権
、
そ
し
て
教
育
再
生
実
行
会
議
な

ど
推
進
の
動
き
は
参
院
選
の
結
果
い

か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
。
神
本
は
そ

の
ね
ら
い
を
阻
止
す
る
た
め
戦
う
が
、

日
退
教
も
、
全
国
各
地
で
神
本
の
勝

利
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
る
」
と
の
力

強
い
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。

神本支援を訴える
日退教竹田事務局次長


